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１．はじめに

令和3年度より，全面実施となった学習指導

要領において中学校技術分野では，新たに「技

術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの

技術に関する実践的・体験的な活動を通して，

よりよい生活や持続可能な社会を構築する資

質・能力を育成する」ことが目標として示され

た1)。また，情報の技術の内容に関して，情報の

技術の見方・考え方として，社会からの要求，

使用時の安全性，システム，経済性，情報の倫

理やセキュリティ等に着目させることが示さ

れた。さらに，「従前からの計測・制御に加えて

，双方向性のあるコンテンツに関するプログラ

ミングや，ネットワークやデータを活用して処

理するプログラミングも題材として扱うこと

が考えられる」という記述があり，プログラミ

ングに関して，「ネットワークの利用」及び「双

方向性」の語句が追加され，プログラミングの

学習内容が増えた。

つぎに，日本産業技術教育学会の「中学校プ

ログラミング教育の実態調査  －令和元年度

技術・家庭科技術分野「D情報の技術」の現状

－」2)において，D(2)「ネットワークを利用した

双方向性のあるコンテンツに関するプログラ

ミングによる問題の解決」の指導において選択

されている題材の割合についての調査結果が
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示された。校内掲示板・校内Webページを題材

とする学校が19.3％，ネットワークの仕組みを

題材とする学校が14.0％となっている中で，Io

Tを題材とする学校は1.2％と少ないことが報

告されている。同学会において，この数年間で

研究論文や報告3)~11)がなされているが，資料の

数としては不足していると考える。

ところで，愛媛大学教育学部附属中学校(以下，

附属中学校と略)の研究主題は「持続可能な社会

の実現に貢献する実践者の育成 －既有の知

識や経験につながる「深い学び」の創造を通し

て－」である。

これらを踏まえ，中学校技術分野の「情報の

技術」の授業において「技術の見方・考え方」

および「課題解決型学習」をキーワードに教材

開発，授業指導計画の提案を行う。具体的には，

IoT 教材を活用することにより，生活や社会の

中から見いだした問題を情報通信ネットワー

クを利用した双方向性のあるコンテンツのプ

ログラミングによって解決する活動を通して，

情報の技術の見方・考え方を働かせて，問題を

見いだして課題を設定し解決する力を育成す

るとともに，情報通信ネットワークの構成と，

情報を利用するための基本的な仕組みを理解

させることを実践する。そして，授業実践を通

して技術分野の指導目標および附属中学校の

指導目標の達成について検証・評価するもので

ある。

２．授業前アンケート調査 

 教材や学習指導内容を検討するために，これ

までの生活経験や学習で身につけている情報

通信ネットワークや IoT の知識や，関心・意欲

などについて調査を行った。アンケートの質問

項目と内容を表 1 に示す。ただし，学習指導計

画について検討するために，学習指導内容と関

わる項目については，記述方式で回答させた。 

2．1．情報通信ネットワークの仕組みに関す

る調査 

設問 (1)ではサーバの働きについて記述方式

で回答させた。その結果，「記述なし，理解でき

ていない」84 人(67.7%)，「情報を保存する」25

人(20.2%)，「情報を発信する」13 人(10.5%)，

「情報を保存し，情報を発信する」2 人(1.6%)

であった。

設問(2)では，ルータの働きについて記述方式

で回答させた。「記述なし，理解できていない」

88 人(71.0%)，「Wi-Fi をとばし，ネットワーク

と他の機器を中継する」20 人(16.1%)，「ネット

ワークと別のネットワークを中継する」11 人

(8.9%)，「ネットワーク上を流れるデータの交通

整理」4 人(3.2%)，「ネットワークの中継とデー

タの交通整理」1 人(0.8％)であった。

2．2．IoT に関する調査

設問(3)は IoT の認知度について回答させた。

70%の生徒が語句を知らないと回答した。 IoT

の意味について説明した上で，設問(4)は IoT の

身近さについて回答させた。回答結果を図 1 に

示す。肯定的に回答した生徒より，否定的に回

答した生徒の方が多かった。記述回答では，「家

の外から家の中のロボット掃除機に指示を送

るとき」，「家電製品の CM を見たとき」などが

あげられた。生徒の中には，家庭での生活で IoT

を目にしたり，使用したりした経験があること

がわかった。

13人 41人 34人 36人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図1 IoTの身近さについて

①よくある ②たまにある

③あまりない ④全くない

表1 授業前の設問項目 

項目 設問 目的 記入方式

情 報 通

信 ネ ッ

ト ワ ー

ク の 仕

組 み に

関 す る

調査

(1) 
サ ー バ の 理 解 度 を

知る
記述方式

(2) 
ル ー タ の 理 解 度 を

知る
記述方式

IoT に

関 す る

調査

(3) IoT の認知度を知る  選択方式

(4)
IoT が生徒にとって

身近かどうか知る

選択方式

記述方式

(5)
IoT について興味度

を知る
選択方式

(6) 
製 作 の 意 欲 度 を 知

る

選択方式

記述方式
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設問(5)は IoT の興味度について回答させた。

70％以上の生徒が肯定的に回答した。設問(6)は

IoT を使っての製作意欲について回答させた。

結果を図 2 に示す。製作意欲についても約 70％

の生徒が肯定的に回答した。記述回答では，

「IoT システムをつかって，勉強する時間にな

ると部屋の鍵が閉まる」，「車のかぎや自転車の

かぎができているのか確認できる」などがあげ

られた。IoT が使用されている製作品の構想を

しようとしている生徒もいることがわかった。 

アンケート調査から，生活の中でネットワー

クや IoT に使用されている技術についてある程

度の知識を持ち，家庭での機器や使用に興味は

持っているが，その技術の仕組みや機能につい

ては理解していないことがわかる。そのため，

情報通信ネットワークの学習に IoT 教材を使用

し，課題解決を取り入れる学習は実効性がある

と考える。

３．IoT 教材について 

IoT 教材として，obniz（オブナイズ）社の

obniz Bord を使用した。図 3 に obniz Bord の

外観を示す。選定した理由としては，計測・制

御の学習で使用されている教育用マイクロコ

ントローラーは，PC にソフトウェアをインス

トールすることや，USB ケーブルで有線接続を

する必要があるものが使用されていることが

多い 12)~14)。一方で，obniz Bord は，ブラウザ

上で動作するエディタでの開発を行うことが

できることや，PC との USB ケーブルによる有

線接続を必要としないことから IoT 教材として

適していると考えたためである。

つぎに，IoT システムを題材とするにあたり，

学習者が IoT についてイメージすることができ

るよう図 4 に示すようなスマートハウスモデル

教材を製作した。そして，四つのシステムを示

した。一つ目は，図 5 に示す，人の有無を判断

するシステムである。二つ目は，図 5 に示す，

温度を管理するシステムである。三つ目は，図

6 に示す介護者を支援するシステムである。四

つ目は図 6 に示す，天気の急変から洗濯物を守

るシステムである。

30人 50人 30人 14人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図2 IoT製作意欲について

①思う ②どちらかといえば思う

③どちらかといえば思わない ④思わない

入力・出力ピン

ディスプレイ表示

図 3 obniz Bord の外観 

図4 スマートハウスモデル教材 
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４．授業実践 

授業実践は附属中学校 3 年生(以下，生徒と

略)を対象に行った。授業時数は 9 時間である。

実施時期は 2021年 11月～2022年 2月である。

生徒は，これまでに基本的なプログラムによる

計測・制御の構成についての知識と，ビジュア

ルプログラミングの経験がある。実践した学習

指導計画を表 2 に示す。まず，スマートハウス

教材を使用して，基本的な情報通信ネットワー

クを利用した双方向性のあるコンテンツのプ

ログラミングについて学習させる。次に，生活

や社会における事象を情報の技術との関わり

の視点から捉えさせることについて教示する。

これらの知識や技能を活用することでパフォ

ーマンス課題に取り組めるようにした。パフォ

ーマンス課題の内容を表 3 に示す。生徒に身近

な場所で，問題を発見させて，課題を設定させ

られるようにした。パフォーマンス課題を提示

し，構想，設計や製作をさせる際には，デジタ

ルワークシートを使用し，技術の見方・考え方

について考察させたこと適時記録できるよう

にした。図 7 に示すように，生徒に一人一台の

PC を使用させ，他の生徒のワークシートを閲

覧・参照することで，生徒同士の考え方を共有

させた。プログラムとデモ機を設計・製作させ

る授業において，IoT 教材を使用して，問題を

提起し，課題解決のために製作させている様子

を図 8 に示す。製作後には，グループにより相

互評価をさせた。

人の有無を判断するシステム 

温度を管理するシステム 

図 5 スマートハウスのシステム 1,2 

介護者を支援するシステム 

天気の急変から洗濯物を守るシステム 

図 6 スマートハウスのシステム 3,4 

表 2 学習指導計画 

授業内容 時数

スマートハウスモデル教材を使用

し，obniz Bord の使い方，プログラミ

ングの方法，各種センサの利用方法に

ついて学習させる。

3 

生活や社会における事象を情報の技

術との関わりの視点から捉えさせる。
1 

パフォーマンス課題を提示し，プロ

グラムとデモ機を設計・製作させる。
3 

課題解決の相互評価を通して，使用

場面に応じたよりよい情報の技術の在

り方について考えさせる。

1 

持続可能な社会の実現のために「情

報の技術」をどのように利用していけ

ばよいか考えさせる。

1 

表3 パフォーマンス課題の内容

パフォーマンス課題 

あなたは Fuzotech プロジェクトのメンバ

ーです。附属中学校の問題を発見し，技術の

見方・考え方を働かせて課題を設定し，情報

の技術を用いて，その課題の解決に取り組ん

でもらいます。IoT（obniz Bord）を利用して，

プログラムとデモ機を製作し，附中の学校生

活をより豊かにするプロジェクトをクラス

に向けて提案しましょう。 
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５．授業後アンケート調査結果及び考察 

スマートハウス教材や学習指導の有用性に

ついて検討するために，授業後アンケートを行

った。アンケートの質問項目を表 4 に示す。た

だし，「既存知識の有効性を知る」設問について

は，本研究で指導した学習内容と関係のある生

徒の知識について調査したため，記述方式で回

答させた。

5．1．情報通信ネットワークの仕組みに関す

る調査 

設問(1)では，サーバの理解度，設問(2)ではル

ータの理解度について回答させた。授業前に比

べると，50%以上肯定的な回答が増加した。し

かし，正確な理解ができなかった生徒が，20%

近くいることから，学習指導内容の検討が必要

である。設問(3)では，学習した内容を身近なシ

ステムに置き換えて考えることができたかを

回答させた。生徒は，一人一台の学習用情報端

末機器 (iPad)を使用しており，その学習支援ソ

フトウェアに LoiLo 社の「ロイロノート」が利

用されている。このソフトウェアはサーバベー

スのソフトウェアであるため，学習内容と結び

付けることができているかを調査したもので

ある。生徒らは「情報端末機器」－「ルータ」

－「サーバ」の関係は理解しているようである。 

5．2．IoT に関する調査 

設問(4)は，IoT の理解度について回答させた。

90％以上の生徒が肯定的に回答した。設問(5)は

IoT を理解するために今回作成したスマートハ

ウスモデルの有効性を回答させた。その結果を

図 9 に示す。  

生徒らは，教材の有効性について「身近な例」

や「具体的なイメージ」を理由に挙げており，

製作した狙い通りであった。他には「プログラ

ムの工夫」をあげているものが多く，生徒らが

多面的な視点を持っていることがわかった。

図 7 考え方を共有している様子 

図 8 製作の様子 

表 4 授業後の設問項目 

項目 設問 目的 記入方式

情 報 通

信 ネ ッ

ト ワ ー

ク の 仕

組 み に

関 す る

調査

(1) 
サ ー バ の 理 解 度 を

知る
選択方式

(2) 
ル ー タ の 理 解 度 を

知る
選択方式

(3) 

ネ ッ ト ワ ー ク の 学

習 で 身 に 付 い た 知

識を，身近なシステ

ム に 置 き 換 え て 考

え る こ と が で き る

かを知る

選択方式

IoT に

関 す る

調査

(4) IoT の理解度を知る  選択方式

(5) 
ス マ ー ト ハ ウ ス モ

デ ル の 有 効 性 に つ

いて知る

選択方式

課 題 解

決 と 技

術 の 見

方 ・ 考

え 方 に

関 す る

調査

(6) 
情 報 の 技 術 を 活 用

し た 課 題 設 定 が で

きたかを知る

選択方式

(7) 

パ フ ォ ー マ ン ス 課

題 の 構 想 時 に 意 識

し た 情 報 の 技 術 の

見方・考え方を知る

選択方式

(8) 
パ フ ォ ー マ ン ス 課

題の達成度を知る
選択方式

(9) 

パ フ ォ ー マ ン ス 課

題 を 通 し て 身 に 付

いた技術の見方・考

え方を知る

選択方式

(10) 
既 存 知 識 の 有 効 性

を知る
記述方式
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5．3．課題解決と技術の見方・考え方に関す

る調査

設問(6)では，情報の技術を活用した課題設定

ができたかについて回答させた。結果を図 10 に

示す。生徒のほとんどが自分なりに課題を設定

できたと回答した。この結果は，デジタルワー

クシートを利用した実践の効果と思われる。設

問(7)では，パフォーマンス課題の解決策を構想

する際に，考慮した技術の見方・考え方につい

て回答させた。結果を図 11 に示す。「社会から

の要求」，「経済性・効率性」の回答数が多いこ

とがわかる。 

見方・考え方の 6 項目を 5 段評価してダイヤ

グラムで自己評価させた。評価の例を図 12 に

示す。

ダイヤグラムの評価を踏まえ，設問 (8)では，

課題の達成度について回答させた。結果を図 13

に示す。ほとんどの生徒が，自分で設定した課

題を解決できたと回答した。

また，その判断理由について回答させた。そ

の結果を図 14 に示す。製作したデモ機の動作

の完成度に対する理由が 70％，課題解決へ思考

過程による理由のものが 30%で外的要因と内

的要因と判断基準があることがわかった。

3
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41
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26
70
73

0 20 40 60 80

人数

①身近な例が挙げられていた点

②IoTを具体的にイメージできた点

③センサやアクチュエータの利用方法について知れた点

④GUIのプログラミングについて知れた点

⑤プログラムの工夫について知れた点

⑥技術の見方・考え方を働かせて課題設定されていた点

⑦その他

図9 スマートハウス教材の有効性

(人)

48人 44人 4人 0人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図10 課題設定について

①できた ②ある程度できた

③あまりできなかった ④できなかった

4
10

24
49

27
70

0 20 40 60 80
人数

①社会からの要求 ②安全性

③経済性・効率性 ④セキュリティ・情報倫理

⑤環境負荷 ⑥その他

(人)

社会からの要求

環境負荷

セキュリティ

情報倫理

経済性・効率性

安全性

図 12 ダイヤグラムの例 

図11 技術の見方・考え方の視点
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設問(9)では，技術の見方・考え方の何が身に

付いたか回答させた。その結果を図 15 に示す。

「社会からの要求」，「安全性」，「経済性・効率

性」，「セキュリティ・情報倫理」と複数で多数

の回答があり，「環境負荷」については少数の回

答数であった。ただし，「セキュリティ・情報倫

理」のデータ数値について，図 12 の自己評価

ではセキュリティと情報倫理を分けてさせた

が，アンケート調査ではこの項目を「セキュリ

ティ・情報倫理」としたため，身に付いた技術

の見方・考え方について「セキュリティ」なの

か「情報倫理」なのか明らかにできなかった。 

設問 (10)では，既存の知識の有効性について

回答させた。これは，表 2 に示す学習以前に身

に付けている，プログラムによる計測・制御に

関する知識や技能が役に立ったかを調査した

ものである。その結果を図 16 に示す。生徒ら

は，「プログラミング」の有効性について高く回

答しており，ビジュアルプログラミングの GUI

が変わってもそれに順応できていたためと考

える。

６．まとめ 

中学校技術分野の授業において，技術の見

方・考え方および課題解決型学習を取り入れた

教材開発，授業指導計画の提案および授業実践

34人 56人 3人1人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図13 課題の達成度

①できた

②どちらかといえばできた

③どちらかといえばできなかった

④できなかった

33人 13人 14人 11人 19人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図14 課題解決できたと判断した理由

①プログラムを繰り返し工夫、改善して作ることができ

たから

②センサやアクチュエーターを適切に選択し、使用でき

たから

③デモ機を構想通りに動かすことができたから

④情報の技術の見方・考え方を働かせて課題を設定でき

たから

⑤友達と相談しながらより良い課題解決ができたから

19
49

69
50

68

0 20 40 60 80

人数

①社会からの要求 ②安全性

③経済性・効率性 ④セキュリティ・情報倫理

⑤環境負荷

図15 身に付いた見方・考え方

(人)

1
25
23

34
26

71
42

0 20 40 60 80

人数

①機器の操作

②プログラミング

③入出力設定

④課題設定

⑤センサやアクチュエータの接続

⑥センサによる情報のデジタル化

⑦その他

(人)

図16 既存知識の有効性の理由
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を通して指導目標の達成について検討した。得

られた結果を以下に示す。

(1) ネットワークの構成，IoT の理解，問題発見

による課題設定およびプログラムの工夫を

考える際に製作したスマートハウスモデル

教材の有用性を示すことができた。

(2) 「情報の技術」の学習において，技術の見

方・考え方として「社会からの要求」，「安全

性」，「経済性・効率性」，「セキュリティ」を

指導できる教材と授業指導計画の提案およ

び授業実践をすることができた。

(3) 既有の知識や経験の一部を活かすことが可

能な授業の試行ができた。
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